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第 4 部：ハイスクール編 

第 25 話：通じるココロ… 

 レオンは、イーシャをメインボディとして、たまにオリビアのカラダに乗り移り、ヴァジ

ーと夜の営みを楽しんでいた。イーシャも自分のカラダが戻って来たときは、そうなること

をわかっていて、二人の様子をうかがっていた。そして、親友のアリエルとも… 

 

レオン in イーシャ：（女子高校生として生活するのも華やかでいいものだな…） 

アリエル：「あのね…お願いなんだけど…イーシャ…あたしと席を交換して欲しいの…」 

レオン in イーシャ：「ん？席を交換？？どうして急にそんなこと…」 
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アリエル：「気分転換！たまにはこういうのもいいでしょ？」 

レオン in イーシャ：「ああ…別にいいけど…」 

 アリエルは、イーシャの手を強引に取ると、自分の席に導き、座らせた。イーシャは、

座り直して姿勢を整えた。それを見たアリエルも素早くイーシャの席に座った。 

アリエル：（イーシャが座っていたせいで温かい…こうすればイーシャをもっと…） 
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アリエル：（イーシャ…他の女の子とあまり話さなくなったから、気づかれていないけ

ど、あたしにはわかる！夏休みが終わってから、別人みたいに…どうしてそうなっちゃっ

たのか…もっとイーシャのことが知りたい…） 

 アリエルは、イーシャの席に残っている何かが自分の中に流れ込んでくるのを感じた。 

 

アリエル：（これは…男の人…イーシャが男っぽくなったのではなくて、イーシャの中に

別人の…男の人がイーシャに乗り移っている？？） 

 アリエルは、しばらく椅子に座って、その想いを受け止めていた。そして放課後、意を

決して、イーシャを呼び出して真相を聞き出そうとした。 

 

アリエル：「イーシャ…いえ、あなたは何者なの？」 

 アリエルがイーシャに詰め寄ると、イーシャは、それに怯まずに答えた。 

レオン in イーシャ：「何を言っている？俺は…イーシャだ…」 

アリエル：「嘘！イーシャは、俺、なんて言わない！さっきイーシャの席に座ってわかっ

たの！イーシャじゃない誰か…別の人がイーシャのカラダに乗り移っているって…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アリエルも確信を持った様子で引き下がらず、イーシャとの距離を詰めた。すると、イー

シャも観念したようにこれまでの表情を一変させて、アリエルを直視した… 

レオン in イーシャ：「そうか…俺のことがわかるのか…お前…もしかして…」 

アリエル：「え…何…イーシャ？やっぱりあなたではないの？？」 

 今度は、イーシャがアリエルとの距離を詰めてきた！そして…ごつんっ！！ 
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第 26 話：新たなカラダ 

 あたしは、永い眠りから目を覚ましました。見渡すと、学校のようです。母はいませ

ん。でもあたしの意識はあります。そして、目の前には、親友のアリエルがいます。 

イーシャ：「…もしかしてレオンさん？」 

レオン in アリエル：「…ああ…そうだ！どうやら成功したようだな！」 
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 アリエルとなったレオンは、勝ち誇ったように全身で歓びを表現しました。 

イーシャ：「どうして？？あたしと母以外の人に乗り移れるなんて…」 

レオン in アリエル：「俺にもわからないよ。ただ、アリエルは、俺がお前に乗り移ってい

ることに感づいていたようだった。」 

 レオンは、アリエルになってもやっぱりレオンの男の雰囲気のままです。 

 

イーシャ：「そう言えば…アリエルは、霊感が強いって言ってた…それで…アリエルに乗り

移ってどうするの？」 

レオン in アリエル：「普通に楽しむだけだよ。ん…？なんかお腹の奥がきゅーっとしてる

な…」 
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 レオンが乗り移っているアリエルは、もぞもぞしながらお腹に手を当ててます。 

イーシャ：「アリエルのカラダで感じちゃったの？エッチなことはダメだよ！」 

レオン in アリエル：「お前の顔を見ているとドキドキして、お腹の奥がきゅっと…」 

 それを聞いたあたしは、顔が真っ赤になっていました。 

イーシャ：「も～！アリエルのカラダで変なこと考えないで！あたしのカラダに戻って！」 

 あたしは、アリエルの頭に自分の頭をごつんとぶつけました… 

 

 イーシャは、頭をぶつけた衝撃でのけ反り、近くにあった椅子に座り込んだ。その表情

は、愛らしさのまま…でも、やはり足を大きく開いたままだった。 
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 反して、イーシャの前にいるアリエルは、つり上がった目と口元が元の優しい上品なも

のに戻っていた。 

レオン in イーシャ：「イーシャに戻ったか…もう少しアリエルで楽しみたかったが…」 

 レオンは、悔しそうにアリエルの顔を見上げた。 

 

アリエル：「え…あたし…今まで何を？…今の言葉って…もしかしてあなたがあたしのカ

ラダに憑依していたの？？」 

 アリエルは、混乱しつつも目の前のイーシャの発言に興味津々だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レオン in イーシャ：「ああ…理解が速いな…そうだ！俺は、イーシャではない！お前のカラ

ダを借りていたんだ！」 

アリエル：「やっぱり…そうなんですね…」 

 アリエルは、レオンが乗り移ったイーシャの言葉に妙に納得しているようだった。 

レオン in イーシャ：「すぐにイーシャが俺をこのカラダに戻してしまったけどな。」 

 

 

 


